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研究成果の概要（和文）：手術室で勤務する医師において、ストレス定量研究を実施しパイロットデータベース
を作成した。中間解析により年齢が心拍変動解析結果の正常範囲に影響を及ぼすことを発見した。ストレス定量
手法の標準化のため、年齢と仕事内容が均質な初期研修医を中心として研究を続けた。また同時に時間分解能の
高い心拍変動解析手法を開発した。
初期研修医は、手術の麻酔業務によりストレスに晒されたが(SDNN<40)、仕事後はストレスから解放され(SDNN>
100)、仕事前後でも良好な気分(一般人口より有意。平均で+1SD)で勤務していることが示された。手法と結果を
日本麻酔科学会学術集会にて優秀演題として発表し、論文執筆中。

研究成果の概要（英文）：First, we made a pilot database of doctors working in the operating room. 
From our interim analysis, we discovered that ages affect the result of heart rate variation 
analysis. Then we promoted our research with a focus on doctors of initial trainee.
As a result, we found out that trainees were exposed to psychological stress during surgery and felt
 relaxed after their work by using of heart rate variation analysis. POMS psychological test 
revealed that trainee had significantly lower TMD (total mood disturbance) than general population, 
which means residents experienced their on the job training in good feelings.

研究分野：麻酔科、集中治療、救急医療、循環生理、脳波、モニタリング

キーワード： 職業ストレス　心拍変動解析　唾液アミラーゼ　POMS検査
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
人の命を預かり治療する医師は高度なスト
レス負荷を受けつつ仕事を行っている。医師
の行う医療行為の中でも手術診療はとりわ
け危険性が高く、ストレス負荷が強い。しか
し手術診療における医師のメンタルヘルス
は十分な研究がなされていない。 
 
２．研究の目的 
 
手術中の医師に加わるストレスを定量する
ことで、手術におけるストレス負荷の実態を
明らかにする。時間分解能の高い心拍変動解
析手法を確立し、仕事内容とストレス負荷の
関係を調べる。 
 
３．研究の方法 
 
仕事開始前後に唾液アミラーゼ活性測定、心
理テストである POMS 検査を行い、同時に仕
事中はホルター心電計を装着しストレス負
荷の程度を多方面から定量する。 
 
４．研究成果 
 
① 初年度、手術室で勤務する医師において、
ストレス定量研究を実施しパイロットデー
タベースを作成した。 
 
② 中間解析により年齢が正常範囲に影響を
及ぼすことを発見した。また、電気痙攣療法
を受ける患者の痙攣発作を起こすタイミン
グを利用して、交感神経/副交感神経機能を
調べる時間分解能の高い心電図解析手法を
確立した(アメリカ麻酔学会にて発表(1))。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本結果は電気痙攣療法を受ける患者におい

て、痙攣後 0-100 秒の間は副交感神経が興奮

すること、100-300 秒の間は交感神経が興奮

することを明らかにした。本結果は電気痙攣

療法を行う際の脳の興奮部位の時間経過と

合致し、患者の循環制御を行う上で意義のあ

る結果である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 2 年目は年齢と仕事内容が均質な初期研
修医を中心としてデータ収集を続け、標準化
を図った。 
 
④ ②で確立した時間分解能の高い心電図解
析手法を用い初期研修医は、手術の麻酔業務
によりストレスに晒され、交感神経緊張が強
いこと、仕事後はストレスから解放されるこ
とが示された。また麻酔科医となりたいかど
うかが、麻酔科で研修する初期研修医の心拍
変動に影響を与えていることが示され、麻酔
科医になりたくない初期研修医は挿管手技
でストレス負荷がより強く、交感神経緊張が
強いこと。麻酔科医になりたい初期研修医は
交感神経の変動が少ないことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
SDNN(100 以下でストレス負荷あり)  

interested: 麻酔科医志望 
non-interested: 麻酔科医非志望 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LF/HF(交感神経機能) 
interested: 麻酔科医志望 
non-interested: 麻酔科医非志望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
麻酔科医志望群では勤務前後で交感神経活
動に有意差はなく，麻酔科医非志望群では朝
や導入時に強い交感神経活動が観察された。 
 
⑤ 同時に行ったPOMS検査からは仕事前後で
良好な気分(一般人口より有意。平均で+1SD)
で勤務していることが定量的に示され、勤務
環境が良好であることが示唆された。また、
麻酔科医となることを志望するかどうかが、
気分の変化に有意な影響を与えていること
が示された。 
 
初期研修医の 1 年目、2 年目で有意な差が認
められ、特に 1年目の仕事前の気分において
AH(怒り)、DD(抑うつ)が有意に不良であった。
医師としての経験が気分に影響を及ぼして
いることが示された 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 唾液アミラーゼの検査結果は個人差が大
きく、仕事前後で有意な差が認められなかっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 本手法と結果を日本麻酔科学会学術集会
にて発表。優秀演題として採択された(2)。現
在論文執筆中。初期研修医のデータ収集と、
専攻医のデータ収集を中心に研究継続中で
ある。 
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